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jigブラウザの詳しい機能の紹介に入

る前に、あらかじめ行っておくべきこと

がある。それはjigブラウザを待ち受け

アプリとして設定しておくことだ。待ち受

けアプリとして常駐させておくと、通常

のメニューから起動させると数十秒掛

かってしまうところを、ワンキー操作で待

ては、そのメリットも半減してしまう。ど

うせ使うならなら、最初のブラウザーを

立ち上げるところから軽快に行きたい。

RSSリーダーで
ニュースを読む

ウェブでの情報収集に必須のツールと

なりつつあるRSSリーダー。記事のヘッ

ドラインを読み込み、興味を持った記事

はページに移動して読める。新聞社など

が運営するケータイ用のニュースサイトの

多くが有料のサービスだが、PC用のウェ

ブサイトならたいてい無料だ。それに

RSSを使えばデータ量の大きなトップ

ページを経由せずにすむ。

ケータイで
POPメールを読む
最新バージョンで追加されたのがメー

ラーだ。会社やプロバイダーなどの

POP3サーバーにアクセスして、ケータイ

でメールを読めるようになった。

会社やプロバイダー宛てのメールを、

ケータイのアドレスに転送して読んでいる

人も多いだろう。しかし、ただメールを読

むだけではなく、そこからさらにリンク先

の情報を得たり、必要なら返事を出した

りといったことが、ケータイだけでできる

のだ。

検索機能を使いこなす

jig ブラウザの検索が充実している。

「TOOL」メニューにはGoogleだけでな

く、アマゾンの商品検索、国語辞書や乗

り換え案内など、多くの検索サービスが

登録済みだ。

高機能ケータイ用のフルブラウザを便利に使う

jigブラウザ徹底使いこなし術

ち受け状態からjigブラウザを呼び出せ

るのだ。

ケータイでフルブラウザーを使えるメ

リットとは、いつでもどこからでも手軽に

PC向けウェブサイトが見られるというこ

とに尽きる。それなのにブラウザーを立

ち上げるだけで数十秒も掛かってしまっ

これまでマニア向けと思われるケータイ用のフルブラウザーが広まってきている。

フルブラウザーを標準搭載する端末や、インストールして利用できるアプリも増

えた。なかでも、jig.jpが提供するjigブラウザは、初のアプリタイプのフルブラ

ウザーということもあって、ダウンロード数は14万、利用者は1万8千人を越え

るほどの人気だ。しかしjigブラウザをただのウェブブラウザーとしてだけ使って

いては、もったいない。jigブラウザは頻繁にバージョンアップを重ねて、単なる

ブラウザーとはいえない。

インターネット生活研究所
青山祐輔

j i g  B r o w s e r f o c u s

RSSリーダー

RSSを登録するには、メニューから［RSS］→

［チャンネル選択］を選び、あらかじめ登録され

ているサイトから読みたいものにチェックを付

ける。読み込みの間隔も変更可能だ。

登録したサイトはメニューの［RSS］にサイト

名が表示されるので、選択すれば見出しが一覧

表示される。最新バージョンからは、既定の

チャンネル以外にも3つまで好きなRSSを登

録できる。
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検索機能の中でももっともユニークな

のが、「バーコード検索」だろう。カメラで

書籍のバーコードを認識させると、オン

ライン書店の検索を利用して該当する書

籍のデータが表示される。ただし書店の

店頭でこれを行うと、デジタル万引きを

しているようにしか見えないので、堂々

と行うのはすすめない。

隠し機能でゲームもできる

実は、jigブラウザにはメニューには

載っていない機能がある。カーソルキー

の右を押しながら、「2」キーを押してみ

よう。どこかで見たことがあるような画

面が出てくる。実はjigブラウザには「テ

トリス」や「ぷよぷよ」に似ている、いわ

ゆる「落ちゲー」と呼ばれるゲームが搭

メーラー

メニューの［TOOL］→［PCメール］を選ぶと、

POP3サーバーなどの設定メニューが表示さ

れる。いくつか試してみたところ、POP3サー

バーへの接続に暗号化が必要なものはエラー

となってしまった。

メーラーのメイン画面。最新の5通までは差

出人と件名、本文の一部が表示される。それ以

外のメールは差出人ごとに件数がまとめられ

て表示される。メールの一覧はRSSとして

RSSリーダーに登録できる。

検索機能

［TOOL］メニューには、さ

まざまな検索エンジン／

ツールが並んでいる。エン

ジン／ツールを選ぶと、そ

れぞれのサイトに移動せず

に、j i g ブラウザの入力

フォームが立ち上がり、そ

こから検索結果のページが

直接表示される。

［TOOL］から［乗換案内］を選

んだときの入力フォーム。そ

れぞれの機能には数字キーを

ショートカットとして割り当

てられている。したがって、

多くの機種では待ち受け状態

から2回キーを押すだけで、

検索フォームにアクセスでき

る。

ケータイならではの検索が

［バーコード商品検索］だ。ほ

ぼすべてのケータイがカメ

ラを搭載しているからこそ

の機能だ。起動して、バー

コードを画面にフォーカスさ

せるだけで、自動的に認識し

てアマゾンで検索する。

書籍の ISBNバーコードで

検索すると、詳細ページに

直接移動する。出版社など

による内容紹介や読者レ

ビューが読めるし、古書店

ならばマーケットプレイス

の値段を確認してどちらが

安いか確認できる。ちょっ

と怪しくて便利な使い方だ。
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フルブラウザーの目指す方向

ケータイのオープン化や回線の高速化

に伴い、フルブラウザーの搭載は一層進

むだろう。しかし、ケータイからパソコン

用のウェブサイトが見られるというだけで

は大きなメリットはない。パソコンに比べ

れば画面は小さく、入力デバイスの自由

度も低いし、回線速度も劣る。なにより、

パソコンならば自由に好きなソフトをイン

ストールして使えるし、ソフト間の連携も

取れる。この差は大きい。

しかし、jigブラウザはさまざまな工夫

を凝らすことで、パソコン向けのコンテ

ンツやサービスをケータイでも利用しや

すくしている。現在のケータイにはPCの

ような自由がないからこそ、こういった小

回りのきくソフトが求められている。

隠し機能

ウェブページが重いときには、［右＋0］でゲームをしながら待とう。頃合いを見計らって［戻る］を押

せば、ページが表示されているはずだ。ブラウザのアップデートも［上＋0］で一発だ。

皆が使える「良い道具」を作りたい

jigブラウザを開発したjig.jpは、2003年に設立されたばかりの若い会社だ。そ

の会社が、どうしてフルブラウザーを開発したのか。社長の福野氏にうかがった。

載されているのだ。

また、「右＋0」でブラウザーのアップ

デートメニューが立ち上がる。隠し機能

というほどではないが覚えておくと便利

だ。この他にもいくつか隠し機能が存在

しており、いろいろと試してみるのもjig

ブラウザの楽しみ方の1つだ。

福野泰介
株式会社jig.jp 代表取締役社長
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